
令和２年(２０２０年)５月号          おとずれ山の会だより                  NO.1６    

残る台風の爪跡 修復作業続く 

Ｒ１年度が終了しましたが、市原・木更津の里山には写真

のようになおその影響が強く残ります。自然の力の大きさ

に比べてボランテイア活動の微力さを痛感するところで

す が 、 新

年度に向

けて新た

な挑戦が

始まるこ

と と な り

ました。      天羽田竹林↑                   天羽田ジャックの森↑     ↓真里谷おとずれの森 

 Ｒ２年度 “コロナ”で変則スタート 

林野庁事業（森林・山村多面的機能発揮対策

交付金）に

ついては、

台 風 被 害

や地方の  大根花、頑張って咲いている！↑ 

農林業振興 

施策による特別措置の対象となり、おとずれの森、

天羽田 

の森ともに対象地区として活動継続が認められました。 

一方、コロナ緊急事態により、４月～５月の定例活動は中止

とせざるを得ず、変則スタートとなりました。 

↑「三密」を避け、マスクや手洗いの徹底などウィルス感染に十分配慮した“少数による自主活動”が行われています→ 

＜＜編集後記＞＞ 

◆“コロナパンデミック”によって、私たちはさまざまな制約を受け、不自由な思いをしていますが、この際暮

らしのありかたを見直して、新たな生活スタイルを作り上げてゆく良い機会だとする議論があります。 

◆そう、人類はいささか急ぎ過ぎたかもしれない。経済優先の半面生ずる無駄も多かった―、多様性尊

重と言いながら利益にならないモノは切り捨ててきたー、やたらに忙しがってきたが“不要不急”が多か

ったのではーなどの反省があります。◆里山人としては、宇宙の神秘を畏れ自然に感謝し清潔で簡素な

暮らしを追求する存在でありたいと思います。◆自らライフスタイルを工夫することで、“コロナ禍転じて

福となす”ことができるかもしれませんね。（編集局） 

    ↑萌える若葉の季節です！ 
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